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現在のロボット現在のロボット

将来のネットワークロボット将来のネットワークロボット

①ネットワークロボットの連携技術

③人にやさしいコミュニケーション技術

単機能ロボット

多機能・高機能ロボット

遠隔地から、様々なタイプのロ
ボットを連続して協調・連携し、
制御を行うため、リアルタイム
制御技術や高度センシング技
術を確立

様々なロボット相互間の接続、
ネットワークを利用したソフト
ウェアの変更・機能拡充を可
能とするため、ロボットの共通
システム技術や管理技術を確
立

見守り，留守番，健康管
理など生活支援を可能と
するため、行動認識技術
や高度対話技術を確立

②ロボット協調制御技術

生存者確認!

S O S

発見!

OK !

水と薬を
あげろ！

生活支援ロボットの例防犯ロボットの例

防犯指令!探知!
応援

○
○
○
○○

－
△
△
△
－

×
×
×
××

○
○
○
○○

－
△
△
△
－

×
×
×
××

○
○
○
○○

－
△
△
△
－

×
×
×
××

○
○
○
○○

－
△
△
△
－

×
×
×
××

インターネット

ネットワークロボットに関する研究開発
平成１６年度～２０年度（５ヶ年）、平成１７年度予算予定額：４．８億円の内数
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